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はしがき

我々は歯周炎における各種機能的T細胞サブセットの関与について一連の研究を行

ってきた。その中で、歯周炎の病因には感染免疫機構とともに、自己免疫機構も関与

していることを示してきた。機能の異なるT細胞の誘導には抗原の性質とともに抗原

提示細胞の種類と機能が深く関わっている。本研究では免疫抑制に働くCD4＋CD25＋

制御性T細胞とNKT細胞、そして、脂質抗原提示を行うCDId陽性細胞が歯周炎歯

肉組織に相当数存在することが明らかになり、歯周炎の分子免疫基盤の解明の一端

となった。今後はこれらの免疫担当細胞の誘導と組織破壊の関連についての基礎的

研究への発展、あるいは免疫病因論に基づく治療法の開発という臨床応用研究への

発展へとつなげていかなくてはならない。
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